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実 践 事 例



- 9 -

４年 理 科 「電気のはたらき」 授業者 小西 俊輔

研究内容との関連

本校では「主体的・協働的な学習を通して，学びの質を高め合う子どもの育成」という主題の

もと ICTを効果的に活用した「教え合い・学び合う」協働学習の実践に取り組んでいる。
本単元では，子どもの主体性を生かした「話し合う活動」を中心に学習を進めていきたい。そ

のための協働学習では，みんなの予想を交流し，実験に必要な物や進め方・役割分担など，どの

学習活動においてもグループや全体での話し合いを大切にしていきたい。また，グループで教え

合いながら正確に結果を記録し，結果をもとに話し合いながら考察できるようにし，それを全体

で交流して理解を深めていきたい。本時では，今まで学習したことをもとに回路について話し合

う活動を通して，電気のはたらきについての理解が深まるようにしたい。

ICT の活用については，「発表や話し合い活動のツール・資料」として話し合いを活性化させる
ために使用する。また，実験前には動画を見せて効率よく課題をもたせたり，実験方法の確認を

したりし，見通しをもたせてから実験に取り組ませる。実験中には「乾電池のつなぎ方とモータ

ーの回る向き・速さ」や「検流計の針の振れ方」等を動画で撮影し比べるなど，実験の確認をし

て理解を深めるために使用したい。

授業のようす

・実験の予想を TPC のアンケート機能を使って，
リアルタイム表示しているところ。

・実験結果を動画に撮影する子どもたち。

TPC は主に，「発表や話し合い活動のツール・資

料」として話し合いを活性化させるために使用

している。

ICTの効果的活用（協働学習）
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学習指導案（展開）
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３年 算 数 「円と球」 授業者 山本 治彦

研究内容との関連

本校の研究内容の一つに「ICT を効果的に活用した協働学習を取り入れた授業の工夫をし，主
体的に学べる学習形態や方法への授業改善」がある。本単元では，円や球についての知識・理解

や技能的な学習は一斉学習（&個別指導）で行い，その活用場面においては，子ども同士のコミ
ュニケーションを基盤にしたペア学習を取り入れる。お互いに問題解決の方法を考え，話し合う

場面では，タブレット PC（以下 TPC と記す）やホワイトボード(以下 WB と記す）を使った「表
現し合う場」を設定することとした。

「同じ大きさの球が複数入っている箱の長さを求める問題」では「箱の長さが球のどこと同じ

になるのか」を考える必要がある。紙に書かれた図だけでは，箱の長さ（またはボール）を動か

して，双方が同じ長さであることを表すのは難しい。箱を真上から見た図を TPC の画面上に表示
し，操作することを通して「箱の長さが球のどこと同じになるのか」について実感的に理解でき

るようにさせたい。TPC を効果的に活用する場面であるといえよう。また，ペア・グループ学習
をおこなう際には，WB を積極的に用いる。WB は「まちがってもすぐに消して書き直せる」「書
いたり消したりしながら相手と話し合える」「発表が苦手な子も考えを書き，見せることで自らの

意見を表現できる」などの利点をもち，言語活動を活発化させることができるツールの一つだと

いえる。WB の利点を活かした協働的な学習を展開することが，子どもたちの「コミュニケーシ
ョン力」を培うとともに，「図形に対する感覚」を育てることにもつながると考えている。

このような取り組みを通して子どもたちが学習意欲をもち，主体的に学ぼうとする態度を育て

たい。さらに，TPC や WB などをより効果的に活用した「教え合い・学び合う」協働学習をすす
めることを通して，学びの質を高め合う子どもを育成していきたい。

授業のようす

・一斉学習で実物投影機を使って実際に球を箱に

入れたものを見せ，その後のペア学習で TPC（自
作教材）を自分たちで動かして解き方を考える。

・TPC を利用して考えた解き方を，互いに教え合
いながらホワイトボードにまとめている。

ICTの効果的活用（協働学習）
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学習指導案（展開）
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6年 総合「メールやＬＩＮＥを賢く使おう」 授業者 三宅 剛

研究内容との関連

情報活用能力の個人差への対応の工夫としては，協働学習や体験的な学びの中で，意見を交流

し合いながら，新しい考えや方法に気付き，互いに高め合うことができるようにしていきたい。

また，子ども自ら主体的に情報モラルに取り組めるようにするために，疑似体験を取り入れる。

このような体験的・実践的な学習活動を通して，困難な問題に対しても，自分なりの対処法で解

決に導くことができる力を身につけさせたいと考えている。

なお，指導にあたっては，児童の思考がスムーズに流れるよう，ＴＰＣを効果的に使用したい。

【本時で使った疑似体験ソフトウエア】

ソフト名：スタモバ LAN3（Study by Mobile on LAN3）
開 発 者：岩手県総合教育センター

授業のようす

・実際に携帯電話を操作する感覚で疑似体験し，

先生のメールへ返信する子どもたち。返信した

内容をみんなに紹介している。

疑似体験は 2 回行われ，2 回目は自分で解決困
難であろう課題が示された。

・疑似体験した後は，どのようにしたらよいかを
ペアで考える。ここでは，意見の整理にミニホ
ワイトボードが使われている。

ICTの効果的活用（協働学習）
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学習指導案（展開）
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５年 体 育 「台上前転」 授業者 小西 俊輔

研究内容との関連

本校では，「ICTの効果的活用を通して，豊かな言語活動のなかで，主体的に学習に取り組む子どもの

育成」という主題のもと研究を進めている。

本単元では，言語活動の充実のため，単元を通して子ども同士の話し合い，教え合いを中心に学

習を進めていく。その中で，どう言えば伝わりやすいかを考えたり，友達の意見を聞いたりするこ

とで，コミュニケーション力を養い，できているところを認め合うことで自己肯定感を持つことが

できるようにしたい。また，自分たちで話し合って練習の場を工夫し，主体的に学習に取り組むこと

ができるようにしたい。

体育の学習では，自分の動きがどうなっているのかを見ることは難しい。そこで，タブレットPC

で運動の様子を撮影し，自分で見ることができるようにする。動画を途中で止めたり，何度も繰り

返し見たりしながら，自分の動きを正確に確認することで，課題を明確にすることができる。さら

に，お手本の動画を見せることで，目指すイメージを持つことができ，技のポイントがわかりやすく

なるため，教え合う場面での声かけがスムーズになると考えられる。また，ジャストスマイルクラス

の「発表名人」を使って，評価活動も行う。この評価を見ることで，自分たちの課題が明確になり，

その課題を解決するために場を工夫できるようにしたい。

この学習では，ICTの活用によって，子どもたちの話し合い，教え合う活動が充実するようにして

いきたい。

授業のようす

・自分たちの試技を動画に撮って，途中で止めた

り，何度も繰り返し見たりしながら，自分の動きを正

確に確認する子どもたち。試技の後には，別のTPC

を使って，評価活動もしていた。

・TPC をグループ内の教え合いや学び合いを活性
化させるツールとして利用する子どもたち。

協働学習（教え合い・学び合い）
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学習指導案（展開）


